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南半球の気象と海洋に関する第3回国際会議の報告

の4つのセッションでは多くの発表があったが充分フォ

ローしていない．アマゾンでの蒸発量観測（ABLEにお

いても発表あり）やオーストラリアの夏のモンスーン・

オンセット時にみられる日本一東シベリアーアラスカの

波列の話（Liebmam）がおもしろかった．

　「大気海洋相互作用」ではMe“hlがNCARの大気海洋

結合モデルの話をした．大気は9層のR15，海洋は50×

5。の4層で，1日に1回情報が伝達される．nux　a両us－

tmentはないので低い熱帯海面水温となる．このモデル・

で1×CO2，2xCO2の下で積分し，どちらもENSO－

likeな振舞いがみられると言っていたが，暖かい海面水

温偏差の水平スケールは観測と比べると小さすぎる．低

い海面水温が関係しているのだろうか．r熱帯気象とEN

SO」も活発なセッションであった．RasmussonのNMC

データ（1986年5月以降は価eらしい）によるうず度

ソースとHadley循環の上部対流圏収束の関係の話，

K．M．Lauによる日変化から季節変化までの変動の話，

南米にとって重要なSouth　Atlantic　Convergence　Zone

（SACZ），アマゾンと中米間の対流活動域の遷移，赤道

から高緯度側へ水蒸気を運ぶ重要な働きをしている南米

中央部の下層ジェットの話があった．

　最後にr上層大気とオゾソ」では，アルゼンチン南部

のパタゴニアやティエラ・デル・フエゴでは，総観スケ

ールの日々の変動によってオゾン濃度の少なくなること

があるので今年の夏は日光浴等に注意が必要であること

が話されていた．

　私はモデル・シミュレーションのセッションにおいて

r気象研究所大気大循環モデルで得られた南半球の二重
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ジェットと半年振動」と題して口頭発表を行った．世界

の多くのGCMでは南半球の対流圏大気大循環の特徴

である南極の回りの深い低気圧帯，冬季太平洋域にみら

れる二重ジェット（30。Sと60。Sに現れる），高緯度の

海面気圧や東西風の半年振動をすべて再現した例はな

い．講演では気象研GCMの長時間積分で成功したこ

れらの南半球循環について観測結果を交えて話した．な

お444ぺ一ジの大部のextended　abstract集がアメリカ

気象学会により発行されている．

　3．おわりに

　南米は行ってみてやはり遠いところだった．カナディ

アン航空を使ったので成田一トロントーブエノスアイレ

スという経路になる．バンクーバーで給油後ト・ントに

つくまで12時間以上かかるがそれでやっと経路半ば．乗

り換え後まだ9，000km飛ばねばならない．帰路は若干

遅いのでブエノスアイレスから成田まで30時間かかっ

た．

　人口300万人のブエノスアイレスはかつて南米のバリ

を自負しただけに，過去の軍事政権や現在も続くインフ

レにもめげず依然文化都市である．映画館・劇場の他青

空コンサートや毎日曜日にのみの市が開かれる広場では

何組もの大道芸人がタンゴをかなでるなど滞在が長くて

も飽きない街だ．もっと近ければと思った．

　なお当研究集会に参加するにあたっては井上科学振興

財団から旅費の一部の援助を受けました．深く感謝致し

ます．
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